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さ
ら
な
る
飛
躍
へ
誓
い
新
た 

 
 

盛
大
に
学
園
創
立
90
周
年
の
記
念
行
事 

 

名
古
屋
電
気
学
園
は
十
一
月
十
三
日
、
創
立
90
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ

れ
を
記
念
し
て
十
四
日
、
名
古
屋
市
西
区
の
ウ
ェ
ス
テ
ィ
ン
ナ
ゴ
ヤ
キ
ャ
ッ

ス
ル
で
多
く
の
方
に
ご
出
席
い
た
だ
き
、
記
念
式
典
、
記
念
講
演
会
、
祝
賀

懇
親
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
写
真
を
中
心
に
、
特
集
を
お
届
け
し
ま
す
。 

㊤約600人の参加をいただき、盛大に行われた名

古屋電気学園90周年記念式典。学園関係者は、

さらなる飛躍へ誓いを新たにしました。 

各
界
の
代
表
か
ら
、
丁
重
な
ご
祝
辞
を

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
上
か
ら
文
部
科
学
大
臣
の
祝
辞(

石
井
稔
文

科
省
参
事
官
が
代
読)

、
駐
日
中
国
大
使
の
祝
辞

(

李
東
翔
中
国
大
使
館
公
使
参
事
官
が
代
読)

、
愛

知
県
知
事
の
祝
辞(

長
谷
川
信
義
副
知
事
が
代

読)

、
大
沼
淳
私
立
大
学
協
会
会
長
の
祝
辞 

㊤
姉
妹
校
提
携
を
し
て
い
る
中
国
・

東
南
大
か
ら
も
、
顧
冠
群
学
長
ら
代

表
団
が
式
典
に
参
加
、
学
園
創
立
90
周
年
を
祝

福
し
ま
し
た
㊦
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
で
金
賞
を
受

賞
し
た
高
校
・
吹
奏
楽
部
が
式
典
の
音
楽
を
担

当
、
荘
厳
な
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
ま
し
た 

㊨
永
年
に
わ
た
る
学

園
へ
の
ご
理
解
と
ご

支
援
に
対
し
、
感
謝
の
気
持
ち

を
込
め
て
式
辞
を
述
べ
る
後
藤

淳
理
事
長
㊧
さ
ら
な
る
飛
躍
を

誓
い
、
記
念
式
典
の
開
会
を
宣

言
す
る
後
藤
泰
之
学
園
長 

 

学校への講師派遣

や卒業生の就職な

ど、物心両面で多大なご

支援を賜ってきた中部電

力の太田宏次会長㊧に、

後藤理事長（大学学長）

から名誉博士号が贈られ

ました  
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本
日
こ
こ
に
、
文
部
科
学
省
参
事
官
・

石
井
稔
様
、
中
華
人
民
共
和
国
駐
日
大
使

館
公
使
参
事
官
・
李
東
翔
様
、
愛
知
県
副

知
事
・
長
谷
川
信
義
様
、
日
本
私
立
大
学

協
会
会
長
・
大
沼
淳
様
並
び
に
愛
知
工
業

大
学
と
姉
妹
校
提
携
を
し
て
い
る
中
国
東

南
大
学
学
長
・
顧
冠
群
先
生
及
び
学
術
交

流
協
定
を
締
結
し
て
い
る
ア
メ
リ
カ
合
衆

国
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
大
学
工
学
部
長
ト
ー
マ

ス
・
Ｗ
・
レ
ス
タ
ー
先
生
を
は
じ
め
、
各

界
か
ら
多
数
の
ご
来
賓
を
お
迎
え
し
、
学

校
法
人
名
古
屋
電
気
学
園
九
十
周
年
記
念

式
典
を
挙
行
で
き
ま
す
こ
と
は
、
本
学
園

に
と
り
ま
し
て
大
き
な
喜
び
で
あ

り
ま
す
。
ご
多
忙
の
中
を
ご
臨
席

い
た
だ
き
ま
し
た
ご
来
賓
各
位
に

対
し
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。 

 

さ
て
、
本
学
園
は
大
正
元
年

（
一
九
一
二
年
）
九
月
、
創
立
者

後
藤
喬
三
郎
先
生
が
産
業
の
工
業
化
、
電

気
エ
ネ
ル
ギ
ー
時
代
の
到
来
を
い
ち
早
く

予
見
し
、
「
一
握
り
の
エ
リ
ー
ト
で
は
な

く
、
社
会
に
役
立
つ
技
術
者
の
養
成
」
を

目
標
と
し
て
、
「
名
古
屋
電
気
学
講
習

所
」
の
ち
の
「
名
古
屋
電
気
学
校
」
を
創

立
し
た
の
が
始
ま
り
で
あ
り
ま
す
。
創
立

時
に
は
、
中
部
電
力
の
前
身
で
あ
る
名
古

屋
電
灯
、
名
古
屋
鉄
道
の
前
身
で
あ
る
名

古
屋
電
気
鉄
道
な
ど
の
会
社
や
、
電
力
王

と
う
た
わ
れ
た
福
沢
桃
介
氏
な
ど
個
人
か

ら
も
多
額
の
財
政
的
援
助
等
を
頂
き
学
園

の
基
礎
を
築
き
ま
し
た
。 

 

大
正
十
四
年
一
月
、
弱
冠
十
九
才
で
創

立
者
の
後
を
継
い
だ
後
藤
鉀
二
前
理
事
長

が
校
主
と
な
り
、
そ
の
卓
越
し
た
指
導
力

と
鋭
い
洞
察
力
に
裏
付
け
ら
れ
た
決
断
と

実
行
に
よ
っ
て
、
学
園
を
今
日
の
発
展
へ

と
導
き
ま
し
た
。 

 

戦
後
の
学
制
改
革
に
よ
り
名
古
屋
電
気

学
校
は
中
学
校
、
高
等
学
校
と
な
り
、
昭

和
二
十
九
年
に
は
「
名
古
屋
電
気
短
期
大

学
」
を
、
更
に
昭
和
三
十
四
年
中
部
地
区

初
の
工
科
系
単
科
大
学
と
し
て
「
名
古
屋

電
気
大
学
」
を
設
立
し
、
こ
こ
に
中
学
校

か
ら
大
学
ま
で
を
擁
す
る
総
合
学
園
が
誕

生
い
た
し
ま
し
た
。
大
学
は
翌
昭
和
三
十

五
年
「
愛
知
工
業
大
学
」
と
改
称
し
、
そ

の
後
も
技
術
革
新
に
対
応
し
て
学
科
を
増

設
す
る
と
と
も
に
、
名
古
屋
市
千
種
区
若

水
町
か
ら
現
在
の
豊
田
市
八
草
台
の
キ
ャ

ン
パ
ス
へ
の
移
転
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

そ
し
て
、
昭
和
四
十
七
年
一
月
、
後
藤

鉀
二
先
生
が
志
し
半
ば
で
急
逝
さ
れ
ま
し

た
が
、
先
生
の
遺
志
を
引
き
継
ぎ
、
昭
和

四
十
九
年
三
月
に
大
学
全
学
科
の
現
在
地

へ
の
移
転
が
完
了
し
ま
し
た
。 

 

今
年
、
日
中
国
交
正
常
化
30
周
年
を
迎

え
、
記
念
行
事
が
日
本
と
中
国
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
後
藤
鉀
二
前
理
事

長
が
日
本
卓
球
協
会
会
長
と
し
て
、
昭
和

四
十
六
年
（
一
九
七
一
年
）
三
月
、
名
古

屋
で
開
催
さ
れ
た
世
界
卓
球
選
手
権
大
会

に
、
非
常
に
む
ず
か
し
い
情
勢
の
中
、
中

国
に
渡
り
中
国
チ
ー
ム
の
参
加
を
招
請

し
、
そ
の
実
現
に
よ
っ
て
友
好
第
一
の

ム
ー
ド
で
大
会
も
成
功
し
、
い
わ
ゆ
る

「
ピ
ン
ポ
ン
外
交
」
の
舞
台
と
な
っ
た
こ

と
は
広
く
知
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。
こ
れ
が
契
機
と
な
っ
て
前
理
事
長

の
死
後
半
年
後
に
米
中
、
日
中
国
交
回
復

へ
と
世
界
史
的
大
転
換
が
計
ら
れ
た
の
で

あ
り
ま
す
。 

 

 

学
園
創
立
八
十
周
年
を
迎
え
た
平
成
四

年
に
は
、
地
域
産
業
界
の
強
い
要
請
に
応

え
て
「
愛
知
工
業
大
学
情
報
電
子
専
門
学

校
」
を
設
立
い
た
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
平

成
十
二
年
に
は
情
報
化
時
代
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
た
め
、
経
営
工
学
科
を
改
組
し
社

会
科
学
系
学
部
で
あ
る
「
経
営
情
報
科
学

部
」
を
開
設
し
、
二
学
部
十
学
科
体
制
と

し
ま
し
た
。 

 
学
園
創
立
九
十
周
年
記
念
事
業
を
す
す

め
る
に
あ
た
り
、
多
く
の
法
人
、
個
人
の

皆
様
か
ら
多
額
の
ご
寄
付
を
頂
き
ま
し

た
。
お
陰
を
持
ち
ま
し
て
記
念
事
業
の
一

環
と
し
て
、
大
学
で
は
昨
年
四
月
、
学
生

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
憩
い
の
場
と

し
て
情
報
端
末
や
フ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
を
備

え
た
「
Ａ
Ｉ
Ｔ
プ
ラ
ザ
」
を
完
成
さ
せ
、

中
学
、
高
校
で
は
「
情
報
教
育
」
を
柱
と

し
た
中
高
一
貫
教
育
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

検
討
し
、
昨
年
八
月
、
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン

ト
を
基
本
と
し
た
「
北
校
舎
」
を
完
成
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借

り
し
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

二
〇
〇
五
年
に
は 

二
十
一
世
紀
世
界

初
の
国
際
博
覧
会
「
愛
・
地
球
博
」
が
、

大
学
周
辺
の
青
少
年
公
園
や
北
隣
の
海
上

の
森
を
舞
台
に
開
催
さ
れ
、
そ
の
た
め
に

リ
ニ
ア
・
モ
ー
タ
ー
カ
ー
が
走
る
東
部
丘

陵
線
、
県
道
広
久
手
八
草
線
、
海
上
の
森

を
縦
断
す
る
瀬
戸
市
道
等
の
建
設
が
進
め

ら
れ
、
大
学
周
辺
の
環
境
は
格
段

に
整
備
さ
れ
て
参
り
ま
す
。 

 

こ
う
し
た
中
で
、
我
が
学
園
は

「
自
由
・
愛
・
正
義
」
の
建
学
の

精
神
と
「
誠
実
・
勤
勉
」
の
校
訓

の
も
と
、
新
し
い
時
代
に
必
要
と

さ
れ
る
創
造
性
と
人
間
性
豊
か
な
社
会
に

役
立
つ
人
材
育
成
に
努
め
る
べ
く
、
決
意

を
新
た
に
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

 

最
後
に
、
本
学
園
が
創
立
九
十
周
年
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
は
、
本
日

ご
来
臨
賜
り
ま
し
た
ご
来
賓
の
方
々
を
は

じ
め
、
関
係
各
位
の
ご
理
解
と
、
ご
支
援

の
賜
物
で
あ
り
、
ま
た
本
学
園
の
卒
業
生

や
保
護
者
及
び
教
職
員
各
位
の
教
育
に
か

け
る
情
熱
と
使
命
感
に
よ
る
も
の
と
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
と
も
本
学
園

に
対
し
一
層
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
式
辞
と
い

た
し
ま
す
。 

 

激
動
の
二
十
世
紀
と
と
も
に
九
十
年 

 
 

 

地
域
・
企
業
の
協
力
で
学
園
の
基
礎
築
く 
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先
日
来
、
世
は
ノ
ー
ベ
ル
賞
ラ
ッ
シ
ュ
と
い
う
こ
と
で
沸

い
て
お
り
ま
す
。
二
〇
〇
年
度
は
白
川
英
樹
先
生
、
昨
年
度

は
私
、
今
年
は
田
中
耕
一
さ
ん
と
三
年
連
続
で
ノ
ー
ベ
ル
化

学
賞
が
出
た
わ
け
で
す
。
こ
れ
は
日
本
の
化
学
、
ひ
い
て
は

基
礎
化
学
が
高
い
レ
ベ
ル
に
あ
る
と
い
う
こ
と
の
証
拠
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
会
場
に
お
ら
れ
る
若
い
方
々
に
、
是
非

こ
の
伝
統
を
引
き
継
い
で
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

ノ
ー
ベ
ル
賞
は
、
「
前
の
年
ま
で
に
、
人

類
の
た
め
に
最
も
い
い
研
究
を
し
た
人
に
、

国
籍
を
問
わ
ず
与
え
る
」
と
い
う
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
国
の
た
め
と
か
地
域
の
た
め
で
は
な
く
、

「
人
類
の
た
め
に
」
と
い
う
こ
の
概
念
は
大
変
独
創
的
で
あ

り
ま
す
。
一
番
頭
が
い
い
人
と
か
、
秀
才
だ
と
か
、
試
験
が

出
来
る
人
と
か
、
こ
う
い
う
こ
と
じ
ゃ
な
い
わ
け
で
す
。 

 

私
は
触
媒
を
使
っ
て
様
々
な
分
子
を
つ
く
っ
て
き
ま
し
た

が
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
の
対
象
と
な
っ
た
研
究
は
愛
知
工
業
大
学

で
行
っ
た
も
の
で
す
。
私
は
一
九
九
一
年
か
ら
九
六
年
に
わ

た
り
、
当
時
の
科
技
庁
関
連
特
殊
法
人
か
ら
「
野
依
分
子
触

媒
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
名
古
屋
で
は

初
め
て
の
事
業
で
、
し
か
も
大
学
以
外
の
と
こ
ろ
で
や
れ
と

い
う
こ
と
で
、
み
ん
な
途
方
に
く
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
と

き
、
後
藤
淳
先
生
の
ご
尽
力
で
愛
知
工
業
大
学
を
拠
点
と
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。
九
二
年
の
秋
か
ら
は
、
完
成
し
た
ば
か

り
の
総
合
技
術
研
究
所
施
設
を
使
わ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
毎

週
金
曜
日
に
う
か
が
い
、
二
十
数
名
の
研
究

者
や
沢
山
の
外
国
人
の
方
々
と
一
緒
で
し
た

が
、
今
か
ら
思
い
出
し
て
も
一
番
楽
し
か
っ

た
研
究
生
活
だ
っ
た
と
い
う
気
が
し
て
い
ま
す
。 

 

本
日
の
90
周
年
記
念
式
典
は
、
既
に
十
二
分
に
立
派
な
会

に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
実
は
私
は
十
年
後
の
さ
ら
に
立
派

な
百
周
年
の
リ
ハ
ー
サ
ル
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
も
元
気

で
あ
り
ま
し
た
な
ら
、
是
非
う
か
が
わ
せ
て
頂
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
そ
の
日
の
た
め
に
、
私
の
話
が
い
さ
さ
か
な
り
と

も
お
役
に
立
て
れ
ば
、
こ
れ
以
上
の
幸
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

昨
年
の
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
を
受
賞
し
た
野
依
良
治

名
古
屋
大
学
大
学
院
教
授
の
講
演
は
、
公
募
で
参

加
し
た
一
般
の
人
た
ち
も
含
め
約
七
百
五
十
人
が

聴
講
し
ま
し
た
。
野
依
教
授
は
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
や
模
型
を
駆

使
、
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
約
一
時
間
二
十
分
、
講
演
さ
れ
ま
し
た
。 

 600人を超える人たちが参加、顧冠群・東南大学長(写真㊨)､ 

レスター・ケンタッキー大工学部長(写真㊧)らの祝辞があり､ 

今村治輔・清水建設会長(写真㊦)の音頭で乾杯しました。記念講演され

た野依教授も、にこやかに歓談しておられました。 

      学園の創立90周年を祝う各界からの寄付金は、総額１億8,300万円に達しました。ご支 

      援とご理解に心から感謝します。本当にありがとうございました。なお式典当日、次の 

各団体から目録の贈呈が行われました。写真は右から愛工大同窓会（鈴木達夫会長代理）名古屋電

気学園同窓会（高木博会長）愛工大後援会（葛谷捷臣会長）愛名会（江藤戦治副会長）の順です。 
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平成14年12月15日（４）   学 園 だ よ り 第113号(創立90周年特集) 

【勤続45年】（大 学）学長                後藤  淳 

【勤続35年】（学 園）総務部総務課運転手         手嶋 光弘 

      （大 学）工学部電気工学科教授        小嶋 憲三 

           工学部応用化学科教授        稲垣 愼二 

      （高 校）教諭                竹内 博美 

           教諭                石原 民雄 

【勤続25年】（大 学）大学企画推進室           鈴木  康 

           総合技術研究所事務室課長      水野 一平 

           基礎教育センター自然科学教室教授  橋本 有司 

           基礎教育センター自然科学教室教授  隅山 孝夫 

           基礎教育センター総合教育教室教授  児嶋 文寿 

           経営情報科学部経営情報学科教授   纐纈 康兵 

           工学部機械工学科助教授       水野 光国 

           工学部建築工学科教授        坪井 常世 

      （高 校）教諭                澤田  勉 

           教諭                井上 憲俊 

【勤続15年】（大 学）教学部学生課係長          奥田 好弘 

           基礎教育センター総合教育教室助教授 磯部 哲也 

           総合技術研究所教授         岸  政七 

           工学部建築学科教授         山田 和夫 

           工学部建築工学科助教授       曽我部博之 

  平成14年度の永年勤続表彰式は11月11

日に学園本部５階で行われ､左表の21人が

受賞しました｡またこの日午後､日泰寺で

物故者法要が営まれ､約200人が参列して

故人の冥福を祈りました(写真㊦)。 
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日
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 学生のオアシス

として､昨年4月に

オープンしました｡

フードコートや書

店､パソコンショッ

プがあるほか､情報

コンセントも利用

出来ます。 

 IT環境の整備､

充実を目的に建設

され､昨年の2学期

から使用していま

す｡東館は6階､西

館は4階建て｡本年

度の名古屋市都市

景観賞を受賞｡ 
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 学園創立90周年記念行事に彩り

を添えようと､式典会場隣りの部屋

で学生のＣＧ作品15点を展示しま

した｡記念講演一般参加者用の待合

室としても使用されたため､多くの

方々に作品を見て頂きました。 


